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お知らせ

　新潟県における火災の出火原因のうち、「たき火」、
「たばこ」が多く、冬季は「ストーブ」が上位になり
ます。
　冬は乾燥と強風で出火や延焼しやすく、ストーブ
の周りに洗濯物を干さない、可燃物を置かない、灯
油タンクのキャップはしっかり閉めるなどの注意を
心がけてください。

　市消防本部では、昨年3,302件の出動に対して
3,181人（速報値）が搬送となり、そのうち1,153
人が軽傷で、入院の必要がありませんでした。救
急車の要請が同時に重なると、重症の方への対応
が遅れる場合があります。
　胸の痛みや突然の息苦しさ、意識の異常など「い
つもと明らかに違う」症状の場合は迷わず119番
へ連絡してください。
　また、日中から症状があるが受診を我慢して、
夜間や休日に救急要請が行われる場合もあります。
診療時間内は、専門的な検査や治療が受けられる
ので、早めの受診が安心です。

迷ったときは
　▶AI救急相談アプリ（LINE）
　▶�救急医療電話相談　#7119（15歳以上）／
#8000（15歳未満）を活用してください。

縦覧期間
　３月３日㈫～４月３日㈮
　午前８時30分～午後５時15分
　※土・日曜日、祝日を除く
縦覧場所
　�環境課環境政策室や各支所地域振興課市民生活室、
村上地域振興局など
意見書の提出
　�縦覧場所に備え付けの意見書箱へ意見書を投函す
るか、４月17日㈮までに郵送してください。
　※当日消印有効
【郵送先】
　〒950−0087
　住所：�新潟市中央区東大通２−４−10　日本生命

新潟ビル９階
　宛先：�村上胎内洋上風力発電株式会社　新潟事務

所　許認可チーム

令和７年中の市内の災害状況
■問消防本部総務課消防広報係（☎53−7221）

救急車の適正利用に協力してください
■問消防本部警防課救急係（☎53−7223）

（仮称）新潟県村上市及び胎内市沖洋上風力 
発電事業環境影響評価準備書を縦覧します
■問村上胎内洋上風力発電株式会社　新潟事務所�
  （許認可チーム☎070−2485−3531）
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祖父母と園児で団子の木を飾り付け
団子の木飾り（猿沢保育園）

中学生から避難について学ぶ
ジュニア防災リーダー研修発表会（神林支所）

冬のおいしさ伝えたい
笹川流れハーバーマーケット～冬の海鮮汁フェア2025～（桑川漁港内特設会場）

SNSと正しく付き合うために
SNS講演会（荒川中学校）

　朝日地域の保育園では、小正月に合わせて、五穀豊穣
や無病息災、子孫繁栄を願い、年長児とその祖父母が協
力して、団子の木を飾っています。猿沢保育園では、園
児が大切に育てたお米の粉を混ぜ、米粉入り団子を作り
飾り付けしました。
　参加した祖父母は、「元気な子どもたちの声が聞けて良
かった。これからも元気に育ってほしい」と、孫の成長
を温かく見守っていました。

　村上市ジュニア防災リーダーの神林中学校の生徒２人
が神林地域区長会で防災研修の発表を行いました。発表
では、災害時の避難の考え方として、「立ち退き避難」と「屋
内安全確保」を紹介し、それぞれにリスクがあることを
説明。そのうえで、日頃からハザードマップを確認して
危険を感じたときはどこへ避難するかあらかじめ考えて
おくことが大切であると説明していました。
　発表を聞いた区長からは「これからもジュニア防災リー
ダーとして頑張ってください」と激励の言葉が贈られて
いました。

　笹川流れ近海で水揚げされる冬の魚介類を海鮮汁など
で提供し、食の魅力を伝えたいという思いで開催されて
いるこのイベント。当日は14店舗が出店して自慢の料理
や商品を提供したほか、岩牡蠣の殻の積み上げた高さを
競う「全日本岩牡蠣の殻積み上げ選手権」が行われ、30
人以上が挑戦して会場内はにぎわいを見せました。
　来場者からは「楽しかった、また行きたい」、「冬の定
番イベントとして続いてほしい」といった声が上がって
いました。

　少年サポートセンターの方を講師に招き、SNSにまつ
わるさまざまなトラブルやスマートフォンの安全な使い
方について講演会を開催。SNSはいろいろな情報を得る
うえでとても便利なツールである一方、投稿のなりすま
しや金銭面の被害、インターネット上のいじめなどの危
険性について、具体例を交えた説明がありました。
　参加した生徒からは積極的に質問が出され、SNSやイ
ンターネットの利用について理解を深める機会となりま
した。

▲祖父母と協力して飾り付けしました

▲区長さんに向けて発表する中学生

▲にぎわう会場で提供された「エソちゃんこ鍋」

▲具体例から、SNSの注意点を学びました

…ニュース番組として市ホームページで動画を配信中

　警報器のボタンを押すなどして、動作を確認
し、音が鳴らない場合は電池切れや機器の故障
が考えられます。
　また、住宅用火災警報器は10年を目安に交換
しましょう。古いものは電子部品の劣化などで
正常に作動しない場合があります。点検を行い、
大切な命を守りましょう。

住宅用火災警報器の点検をしましょう
■問消防本部予防課予防係（☎53−7222）

市内の災害の状況� 単位：件
令和
５年

令和
６年

令和
７年

火災 21 12 19
救急 3,046 3,134 3,302
救助 35 37 28

「休日労働相談会」を開催します
■問新潟県労働相談所（☎025−281−6110）

　労働に関する悩み事について社会保険労務士、
労働相談所職員が相談をお受けします。お気軽に
ご利用ください。
時３月１日㈰・８日㈰・15日㈰
　午後１時～４時30分
場

・新潟県労働相談所（新潟市中央区新光町４番１号）
・長岡地域振興局庁舎（長岡市沖田２丁目173番地２）
・上越地域振興局（上越市本城町５−６）
相談方法
　電話または対面、オンライン形式（Teams）
　※対面、オンライン相談は要予約
他相談は無料で、秘密は固く守られます。


